
 

 

 

 
 
日 時  2024 年 7月 26 日（金）9：30～17：00 
会 場  東北大学医学部 星陵会館 星陵オーディトリアム 
     〒980-8575 宮城県仙台市青葉区星陵町 2-1 
学会長  寳澤 篤 
     東北大学大学院医学系研究科 公衆衛生学分野 教授 
 
共 催  宮城県、仙台市 
賛 助  一般社団法人日本公衆衛生学会、公益社団法人宮城県医師会、 

一般社団法人宮城県歯科医師会、 
一般財団法人宮城県予防医学協会、 
公益社団法人宮城県栄養士会、公益財団法人宮城県対がん協会 

 
＊なお、本学会は「日本公衆衛生学会認定専門家研修認定」および「日本公衆衛生学会認
定専門家研修助成金」を得ています。 

 
参加費  一般   2,000 円 
     学生   無 料 （大学院生を除く） 
 
日 程  9：00      受付開始 
     9：30      開会のあいさつ 
     9：40～12：00  一般口演 

12：00～13：10  昼休み 
12：10～13：00  世話人会 （大会議室） 
13：10～14：30  特別企画 
14：40～16：05  一般口演 

第 73  回 

東 北 公 衆 衛 生 学 会 

プログラム 



 
 

 

座 長 丹野高三（岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座 教授） 
 
１．東日本大震災を経験した東松島市の百歳体操サークル活動の新型コロナ禍による

活動中止後の回復 
   石垣 亨（東松島市保健福祉部） 
２．東日本大震災後の応急仮設住宅居住経験と新規要介護認定の関連－RIAS Study－ 

   高梨信之（岩手医科大学衛生学公衆衛生学講座） 

３．Lifeʼs Essential8と要介護認定の関連 
：東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査 
高瀬雅仁（東北大学東北メディカル・メガバンク機構） 

４．地域在住高齢者のデジタルデバイドと身体的・社会的フレイルとの関連 
   鄭松伊（秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座） 
 
 

座 長 野村恭子（秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座 教授） 
 
５．青年期の運動習慣およびその後の運動習慣の継続とプレフレイル・フレイル   

との関連 
   西間木ます子（福島県立医科大学医学部疫学講座） 
６．秋田県トラック協会会員企業に勤める男性労働者における Healthy Lifestyle Index

と心血管疾患リスク因子との関連に関する横断研究 
   山崎貞一郎（秋田大学大学院医学系研究科衛生学・公衆衛生学講座） 
７．男性労働者の月経に関する知識と女性労働者の月経に伴う体調不良への配慮 

との関連：横断研究 
   山田秀彦（福島県立医科大学医学部公衆衛生学講座） 
８．睡眠と働きがい及び生産性に関する実態調査 
   柳沼純直（全国健康保険協会宮城支部） 
９．独居・同居と婚姻状態の組み合わせと総死亡の関連 

：東北メディカル・メガバンク地域住民コホート調査 
   事崎由佳（岩手医科大学いわて東北メディカル・メガバンク機構） 

 

10:25～11:15 一般口演２ 
 

 

一般口演（9:40～12:00） 
９:40～10:20 一般口演１ 
 

 



 
 

座 長 井原一成（弘前大学大学院医学研究科社会医学講座 教授） 

 
10. 食生活改善推進員の参加動機の変容プロセス 

～65歳未満で入会した会員へのインタビュー調査～ 
   藤田萌衣（仙台市青葉区宮城総合支所） 
11. バランスの良い（「主食」＋「主菜」＋「副菜」がそろう）食事回数と 

関連のある食行動 
   鈴木秀子（会津大学短期大学部） 
12. “Na/K 比”を活用した宮城県内での新たな取り組みと今後の展望 
   小暮真奈（東北大学東北メディカル・メガバンク機構） 
13. 管内給食施設における日本食品標準成分表 2020年版(八訂)への対応状況と 

その指導について 
   天野晴美（秋田県平鹿地域振興局福祉環境部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

11:20～12:00 一般口演３ 
 



 
 

 

進 行  寳澤 篤（東北大学大学院医学系研究科公衆衛生学分野 教授） 

「健康日本 21（第三次）と地域の課題」 

 
 
「健康日本２１（第三次）と自然に健康になれる社会環境」 
辻 一郎（東北大学名誉教授、同大学院医学系研究科客員教授） 

 
 
１．青森県 
  青森県基本計画「青森新時代」への架け橋 

～健康を支える医療環境の向上と共生社会の実現～ 
守川義信（青森県健康医療福祉部） 

2．岩手県 
  「健康いわて 21プラン（第３次）」について 

栃内圭子（岩手県保健福祉部健康国保課 医務主幹） 
3．宮城県 
  第 3次みやぎ２１健康プラン～「健康みやぎ」の実現を目指して～ 

今野佳之（宮城県保健福祉部健康推進課 課長） 
4．秋田県 
  健康寿命の更なる延伸を目指して 

辻田博史（秋田県健康福祉部 参事） 
5．山形県 
  第 2次健康やまがた安心プラン～健康寿命の延伸を目指して～ 

森野一真（山形県健康福祉部医療統括監） 
6．福島県 
  第三次健康ふくしま２１計画～みんなでチャレンジ！減塩・禁煙・脱肥満～ 

本田あゆみ（福島県保健福祉部 健康衛生総室 健康づくり推進課） 
7．仙台市 
  仙台市いきいき市民健康プラン(第 3期)－「健康の都 せんだい」の実現に向けて－

佐野ゆり（仙台市健康福祉局保健衛生部健康政策課） 

 

特別企画 （13:10～14:30） 

13:10～13:30 基調講演 

13:30～14:30 事例紹介 



 
 

 
 
座 長 大平哲也（福島県立医科大学医学部疫学講座 教授） 
 
14. 東日本大震災直後の避難行動と関連する要因 

：東北メディカル・メガバンク計画地域住民コホート調査（宮城） 
   中谷直樹（東北大学東北メディカル・メガバンク機構） 
15. 秋田県由利本荘保健所における依存症支援の取組について 
   佐藤 望（秋田県由利地域振興局福祉環境部） 
16. 福島県の家庭医（総合診療医）と看護師による、患者の孤独の評価の違い 
   吉田一隆（弘前大学大学院医学研究科 社会医学講座） 
17. 自費４万でもワクチン接種を受ける動機は？－当院における乾燥組み換え帯状疱

疹ワクチン（シングリックス ○R）接種者背景の調査－ 
   鈴木奈都子（山形大学大学院医学系研究科 公衆衛生学・衛生学講座） 
 

座 長 大田千晴（東北大学大学院医学系研究科発達環境医学分野 教授） 
 
18. アフターコロナ期における子育て世代への健康・生活への支援 

～健康教育 TYA 方式を事例として～ 
   浅田 豊（青森県立保健大学） 
19. 東北メディカル・メガバンク計画三世代コホート調査 

：小児発達に関する調査の進捗 
   大類真嗣（東北大学東北メディカル・メガバンク機構予防医学・疫学部門） 
20. ペアレントトレーニングの保護者向けパンフレットの有効性の評価 
   阿久津和子（福島県立医科大学看護学部） 
21. 自閉スペクトラム症の児に対する養育者の態度－エコチル調査より－ 
   金森啓太（東北大学大学院医学系研究科 発達環境医学分野） 
 
 

 

 

15:30～16:05 一般口演５ 

 

14:40～15:25 一般口演４ 

 

一般口演（14:40～16:05） 


